
 日本ではじめて 

        地域の家族会を築いた男 
               ～東京・荒川区で精神障がい者とともに～  

２０１６年３月初版刊行！ 

地域でともに歩む精神障がい当事者、家族、
支援者、ボランティアの方々へ！ 

「地域の家族会を築いた男―  

村田新平さんのことである。 

本書で提起された課題は専門家だけでな

く、現代を生きていく人々の課題にも通じて

いる。本書から差別のない社会の実現、地

域におけるコミュニティの大切さをつかみ取

られることと確信する。」 
                     （「はじめに」 より） 
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・荒川区の精神障がい者をめぐる歴史 
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      現在に問いかけるもの 
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             ほか全１７４ページ 

 
 
                  

      村田新平 
大正13年新潟県の山村で生ま
れ、小学校卒業後東京に出て
丁稚奉公で働く。 
昭和４3年、荒川区精神障が
い者家族会「めぐみ会」を立
ち上げ、昭和56年自宅でデイ
ケア活動を始める。 
当時より医師も専門職も家族
も一緒に精神障がい者を地域
で支援する活動を積極的に展
開する。 
平成25年3月18日永眠。 
 

   小峯和茂 
１９３７年東京生まれ 
精神科医師 
１９６３年慶応大学神経
科教室に入局 
小峰研究所所長 
荒川区保健所、北児童
相談所で嘱託医として
活動 

ママレポ出版局 

 
 

村田さんは自宅を開放して「憩いの家」と
称して、スペースを作られました。 
そこで体操、ゲーム、書道、土日のレクリ
エーションは公園、遊園地への外出、ゴミ
拾いなんかいろんなことに取り組まれて
いました。（本文より） 

 

１冊 １０００円（税込） 

 社会福祉法人トラムあらかわ事務局    〒116-0012荒川区東尾久3-2-10 ベルメゾンエス2F   

                      Tel・Fax 03-3895-6149      
                       http://www006.upp.so-net.ne.jp/tram/ 


